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広視野サーベイ観測により宇宙再電離期である z > 6の時代に 200個以上のクェーサーが発見されている。これ
らの多くは非常に明るく、MBH ∼ 109−10M⊙のブラックホール質量で総じてエディントン限界 (Lbol/LEdd ∼ 1)
で質量降着をしていることから、初期宇宙における非常に活発な超巨大ブラックホール成長が示唆されている。
また母銀河との共進化の観点から、これらのブラックホール−母銀河星質量比が近傍と比べて高い傾向が報告さ
れている。しかしこれらの結果は最も明るいクェーサーから得られたもので、再電離期のより一般的なブラック
ホール成長の描像を得るには z > 6で低光度クェーサーの性質を調べる必要がある。我々は、2014年春に開始
したHyper Suprime-Camすばる戦略枠プログラム (HSC-SSP)初年度データを用いて、SDSSクェーサーに比べ
て∼ 2等暗い低光度クェーサーを> 50個発見することに成功した。本講演では、そのうち z = 6.1− 6.7の 5天
体 (Lbol ∼ 1046 erg s−1)についてGemini/GNIRS, VLT/XSHOOTERを用いた近赤外分光追観測を行った結果
を報告する。計 32時間の分光観測の結果、全てのターゲットから観測波長 1− 2µmに連続光とブラックホール
質量の指標となるMgii λ2798、Civ λ1549輝線を検出した。Single-epoch methodを用いて得られた質量は平均
で< logMBH (M⊙) >= 8.4、エディントン比は< logLbol/LEdd >= −0.16と高く、内 3天体が Lbol/LEdd

>
∼

1
であった。これは同時代の明るいクェーサー (Lbol

>
∼

1047 erg s−1)の傾向と同じであり、エディントン比分布が
z ∼ 2− 6で大きく進化していることが示唆される。


